
 

 

 

 

 

 

４７名の新入生を迎え、全児童

生徒１５５名で令和２年度がス

タートしました。登校する子ども

たちの様子を見ていると、久しぶ

りに会った友だちや先生と嬉しそうに過ごす姿や、新

学期の環境の変化に少し戸惑いながらも、精一杯慣れ

ようとしている姿がうかがえます。子どもたちの笑顔

や笑い声は、我々教職員を元気にしてくれることも実

感します。 

さて一方で、新型コロナウイルスという新たな驚異

と、危機感を持って向き合わざるを得ない状況も出て

きています。緊急事態宣言が全国に発令されるにあわ

せて、本校においてもまた休校となり、せっかく新年

度のリズムができかけたところで、また振り出しに戻

るような印象です。２月末からの長いお休みを乗り越

えて始まった新学期を喜んでいた矢先の出来事で、と

ても残念です。 

とはいえ、この難局を皆の力と協力で乗り越えなけ

ればなりません。いつ収束するか見通しのつかない現

状ですが、先が見えないときだからこそ、皆の力と知

恵を合わせてこの難局を乗り越えていく必要があり

ます。子どもたちの不便や不安をできる限り軽減しつ

つ、学習指導や進路保障にも努めていきたいと思いま

す。我々教職員も子どもたちに負けることなく「あか

るく、なかよく、たくましく」この状況を乗り越え、

子どもたちの成長をしっかりと支えられるけんべい

を創りあげていきたいと思います。引き続き、保護者

や地域のみなさんの御理解と御協力をお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 このたびの人事異動で、金光副校長 

先生の後を受け、琴の浦高等特別支援 

学校より着任しました倉立恭裕（く

らたてやすひろ）と申します。どう

ぞ、よろしくお願いします。今は、コロナ感染症防止

という未だかつてない状況に対して、どなた様もその

対応について大変苦慮されていることと存じます。先

の見えないところではございますが、児童・生徒、保

護者、関係機関等の皆様と一致団結し、この難局を乗

り越えたいと思っています。 

さて、私事ではありますが、けんべいは、８年ぶり

となります。校舎やグランド等の施設・設備の外観は、

ほぼ当時のままですが、内観は、カフェやパン工房、

トレーニングルーム等、様変わりしている所もたくさ

ん有りました。 

また、毎朝、バスの到着後、児童玄関や教室、廊下

では、小学部や中学部のたくさんの児童・生徒が、「お

はようございます！」と元気よく挨拶してくれます。

高等部の教室をのぞくと「お願いします！」と大きな

声での挨拶で会が始まり、とても気持ちのよい朝を過

ごしています。挨拶は、人と人とをつなぐコミュニケ

ーションの第一歩だとも言われています。  

しかし、それを習慣として身につけることは、一朝

一夕でできるものではないと思っています。きっと、

これまでの日々の生活の中で、挨拶を大切にし、先生

方、保護者の皆様が一緒になって取り組んでこられた

成果ではないでしょうか。けんべいでは、「１８歳で

の自立と社会参加」を目指しています。校訓では「あ

かるく なかよく たくましく」とあります。また、

校歌の三番では「いつもあしたがまっている」とあり

ます。児童・生徒の未来のために足立校長先生の下、

教職員一同、しっかり取り組んでいきたいと思います。

保護者、地域、関係機関等の皆様のご支援、ご協力を

賜りますようよろしくお願い申し上げます 
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No. 

 副校長 倉立 恭祐  
 校長 足立 一穂  

 『令和２年度スタート』  『ご挨拶』 



小学部 中学部 高等部

　小学部主事
　 松井　志織

  中学部主事
   前田　美波

 高等部主事
  松井　佐和香

　今年度の小学部は、新入生１
０名、転入生１名を迎え、４９
名の児童と３８名の教職員で、
スタートしました。
　小学部は、自立と社会参加へ
向けた基礎づくり・土台づくり
となる大事な時期です。「身の
回りのことを自分でできる力」
「教員や友だちとのコミュニ
ケーション」「力いっぱい活動
し、自ら取り組もうとする意欲
や態度」「最後までがんばり抜
く力」の育成を今年度の努力点
として、子どもたちの「やっ
た！」「できた！」「わかっ
た！」がたくさんあふれる小学
部になるよう、子どもたちの個
性や思いを大切にていねいに学
習を積み重ね、元気いっぱい笑
顔いっぱいに過ごせるよう努力
していきたいと思います。
　どうぞ、よろしくお願いいた
します。

　新入生１７名を迎え、生徒
５０名、学部職員３５名で中
学部がスタートしました。
　中学部は､小学部（小学
校）の学習を基盤に、高等部
やその先の社会につなげるた
めに、人との関わりや社会と
の関わりを広げる時期です。
今年の中学部は、
①主体的に学ぶ意欲と態度
②生活自立、社会生活の基礎
③人や仲間とかかわる力
④目標に向かって最後までや
りきる
といった力を育むことを目標
に日々の学習に取り組んでい
きます。
　生徒一人一人が将来に向け
て様々なことに挑戦し､また
自分の役割に責任をもって行
動できるよう、中学部職員一
丸となって支援していきたい
と思います。どうぞよろしく
お願いいたします。

　２０名の新入生を迎え、高
等部５６名となり新年度のス
タートをきりました。高等部
では、卒業後をイメージし、
充実した社会生活を送ること
ができるよう、職業自立、生
活自立を目指して学習を積み
重ねていきます。また、友達
や教師、地域の人など周りの
人との関わりの中で、自分の
役割を意識しながら自己表現
することや、目標に向かって
考えたり、挑戦したりするこ
とを通して、生徒自身が成長
を実感できるような学校生活
を送れるようにしていきま
す。「やりぬく」「ルールを
守る」「チャレンジ」「表現
する」「体力向上」「自立」
の６点を今年度の生徒と教職
員の努力点とし、チームワー
クで頑張って行きたいと思い
ます。どうぞよろしくお願い
いたします。

 小学部１学年
     主任
  村田　千洋

 
 中学部１学年
    主任
 勝本　美衣子

 
 高等部１学年
    主任
 油本　ゆみ

　小学部に１０名の１年生が入
学しました。新しい環境で、初
めてのことが多い中、一つ一つ
の活動に少しずつ見通しを持ち
ながら、毎日目をキラキラさせ
て過ごしている子どもたちで
す。友だちや先生と一緒に活動
し、「できた！」という達成感
や満足感を丁寧に積み重ねてい
き、「もっとしたい!!」と進ん
で活動していけるよう、子ども
たち一人一人の気持ちに寄り添
いながら取り組んでいきたいと
思います。どうぞよろしくお願
いいたします。

　中学部に１７名の新入生が
入学しました。入学後の初め
ての学習では、「１年団　な
かよくなろう！」の学年合同
生活単元学習を行い、自己紹
介をしたり、学校探検をした
りして、１年団がにぎやかに
スタートしました。初めての
経験をすることが多いと思い
ますが、１７名が互いにかか
わり合い、学びを深めていく
ことができるよう、１年団教
職員みんなで支えていきたい
と思います。よろしくお願い
いたします。

　本年度高等部１年生は、基
礎コース１１名、生活コース
９名の計２０名でスタートし
ました。この1 年は、卒業後
の社会参加に向けての基礎固
めの年となります。社会人と
してのマナーやルール、働く
力、自分も相手も大切にする
こと等を身に着けていってほ
しいと考えています。１年生
教職員全員で協力して取り組
んでいきます。どうぞよろし
くお願いします。



副
校
長

①倉立　恭裕
②コロナウイルス感
染症の終息
③自由に活動が
できれば世界中の
人々が平和な生
活を送ることができ
るから。

①實重　佐代美
②お掃除ロボット
③おおざっぱなＯ
型人間です。そん
な私を助けてほし
いからです。

①大田　直
②世界中の外国
語を話す能力
③昨年の海外旅
行で２０ヶ国以上
の人と知り合って、
もっと会話をしたい
と思ったから。

小
学
部

①友森　薫
②トゥルースリー
パー
③爆睡して翌朝
すっきり目覚め、さ
わやかな一日の始
まりを迎えたいから
です。

①山根未夕
②温泉
③温泉が大好き
なのですが最近な
かなか行けないた
め、家から湧き出
てほしいと思ってい
ます。

中
学
部

①森　仁美
②洗濯機
③２０年以上
使っていて音がうる
さいので、静かな
洗濯機がほしいな
あと思っています。

①金居　千恵
②どんな汚れもき
れいにする洗濯機
③野球部の息子
のユニフォームを一
気にきれいにしれ
ほしいから。

①吉田　岳
②釣り竿と釣り仲
間
③鳥取のおいしい
魚を自分でとって、
おいしい料理と食
べたい。

高
等
部

①松原　大樹
②腐葉土
③家庭菜園にハ
マっています。腐葉
土で、元気な野菜
を育てたいです。

①福田　未希
②カメラレンズ
③１歳になる愛し
い甥っ子のかわい
い瞬間を撮り逃さ
ないため。

①猪口　真央
②ホームベーカリー
③パン作りに夢中
になっています。発
酵の作業を安心し
て任せられる機械
がほしいです。

①狩野　真由美
②健康
③県米のみなさん
と一緒に楽しく学
習したいからです。
よろしくお願いしま
す。

①井上　さくら
②心の余裕
③子どもの事など
で忙しく、イライラし
て怒ってばかりなの
で・・・（笑）

①齋藤　滝馬
②何にでも効く薬
③一日でも多くみ
んなと一緒に学校
で勉強したいからで
す。

 インタビュー
  ～けんべい転入職員編～

新しい職員１７名に下記のことを聞きました。
①名前
②今、一番欲しいもの
③また、その理由



主
幹
教
諭

①瀧濱　博幸
②ミニウサギ
③小動物が大好
きです。（犬を
飼っているので家
族から許可がでま
せん。）

事
務
部

①桑本　功
②ジャンプ力を生
む筋肉
③カレイなるブロッ
クポイント・クイック
スパイクをキメてみ
たいのです。

①溝口　幸
②コーヒーメーカー
③知人からコーヒー
豆をいただいたの
で！朝のコーヒー楽
しみたい♪

『ＰＴＡ会長あいさつ』

今年度、ＰＴＡ会長をさせて頂きます、勝部です。
新型コロナウイルス感染拡大防止のため、入学式は縮小、各行事も中止や延期、そして

臨時休校とまでなりました。県米も地域の学校同様、日々の学びが大切であり「学校へ行
く」ということ自体も、子どもたちにとっては社会で生きていくことの学びだと思います。
また、今年度、卒業を控え、社会へ出られる高校３年生の生徒・保護者の方々は焦りと不
安が更に大きいとことと思います。コロナが終息し早く日常が戻ってくる日を願うばかり
です。
このような中で、計画していたＰＴＡ活動も自粛となりました。
今、親として思う事は、感染予防をしていても、もし自分が、そして子どもが感染した

らどうしたら良いのか・・・・・・。関係各所の連絡先を家族で共有し、情報を確認して
いるところです。
しかし、こういうときだからこそ、ＰＴＡ・学校・地域の繋がりの大切さを強く実感し

ております。ＰＴＡ活動が再開となるときがきましたら、ご協力の程、よろしくお願い致
します。みんなで乗り切りましょう！！

鳥取県立米子養護学校 ＰＴＡ会長 勝部香織
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